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表 1 スパイクジャンプにおける各群の競の使い方 表2 スパイクジャンブにおける各群の鉛蔵性
上段:度数 スパイク J(腕の使い方)
下段:% 合言十 良い よくない
合計 50 39 11 
100.0 78.0 22.0 
下位群 20 13 7 
100.0 65.0 35.0 
技能 中f立群 16 12 4 
レベル 100.0 75.0 25.0 






合計 50 37 
100.0 74.0 
下位群 20 10 
100.0 50.0 
技能 中位群 16 13 
レベル 100.0 81. 3 













下段:% 合計 一致して 一致して
いる いない
合計 50 23 27 
100.0 46.0 54.0 
下位群 20 5 15 
100.0 25.0 75.0 
技能 中位群 16 7 9 
レベル 100.0 43.8 56.3 
上位群 14 11 3 









身長 (cm) 体重 (kg)
全体(n =50) 142.8 35.9 
標準備差 7.41 7.14 
下位群(n=20) 142.6 36.6 
諜準偏差 7.56 7.42 
中{立群(n = 16) 141.4 34.1 
標準偏差 7.20 6.12 
上位群(n=14) 144.6 36.8 














表S スパイクジャンプとき産車跳びの平均舘・諜準穣差 (cm) 
一ー-、、「ー」ー----、~ スパイクジャンプ (RJ) 垂直跳び (SJ) 跳躍差 (RJ-SJ)
全体 (n=50) 40.6 37.6 3.0 (P < 0.05) 諜準備差 6.97 6.25 
下位群(n=20) 35.9 33.7 2.2 標準偏差 4.81 5.12 
中位群(n二二日) 41.2 37.9 3.3 (P<0.05) 標準舗装 4.75 4.82 
上位群(n=14) 46.7 43.0 3.7 (P<O.01) 標準備差 6.60 4.82 



















表6 連続垂直跳びにおける各群の流動性 表7 連続垂直銚びにおける各群の鎗直性
上段:度数 連続まま夜跳ぴ(流動性の有無) 上段:度数 連続垂直跳び(真上に跳べているか)
下段:% 合計 スムース ぎこちな¥t、 下段:%
合計 真上 流れてい
る
合計 50 28 22 合計 50 26 24 
100.0 56.0 44.0 100.0 52.0 48.0 
下位群 20 6 14 下位群 20 9 1 
100.0 30.0 70.0 100.0 45.0 55.0 
技能 中位群 16 11 5 技龍 中位群 16 1 5 
レベル 100.0 68.8 31. 3 レベル 100.0 68.8 31. 3 
上位群 14 11 3 上金群 14 6 8 











表8 連続垂寵跳びにおける各群の膝の引き上げ 表9 連続垂誼跳びにおける各群の腕の使い方
上段:度数 連続垂TI!跳ぴ(膝の位置:空中姿勢) 上段:度数 連続垂震跳び(腕の使い方)
下段:% 合計 腰の位置 腰の位置から45度 下段:%
合計 良く使っ 使われて
ている いない
合計 50 36 14 合計 50 36 14 
100.0 72.0 28.0 100.0 72.0 28.0 
下位群 20 11 9 下位群 20 13 7 
100.0 55.0 45.0 100.0 65.0 35.0 
技能 仁科位群 16 11 5 技能 中{立群 16 12 4 
レベル 100.0 68.8 31. 3 レベル 100.0 75.0 25.0 
上位群 14 14 上位群 14 11 3 
100.0 100.0 
し一一一一一一一












表10 連続I揺践びにおける冬群の腕の鐙い方 表1 連続I露間iびにおける各群の2回自の跳露時(背筋)
上段:度数 連続l幅跳び(腕の使い方)
下段:% 合計 良い {吏って i主われてはいる いない
上段:度数 連続幅跳び(青筋)
下段:% 合計 伸びてい 丸まってる いる
合計 50 9 29 12 合計 50 10 40 
100.0 18.0 58.0 24.0 100.0 20.0 80.0 
下位群: 20 13 6 下位群 20 19 
100.0 5.0 65.0 30.0 100.0 5.0 95.0 
技能 中{立群 16 3 9 4 技能 中位群 16 4 12 
レベル 100.0 18.8 56.3 25.0 レベル 100.0 25.0 75.0 
上位群 14 5 7 2 上位群 14 5 9 

























表12 連続橋跳びにおける各群の流動性 表13 投げ込みスパイクジャンプにおける各詳の読の龍い方
上段:度数 連続幅跳び(流動性の有無)
下段:% 合計 スムース ぎこちな¥ハ
ボル投げJ(腕振り)
上段:度数 合計 ジャンブの ジ、ヤンプ動
下段:% 流れに沿っ 作と合って
合計 50 20 30 ている いない
100.0 40.0 60.0 合計 50 35 15 
下位群 20 l 19 100.0 70.0 30.0 
100.0 5.0 95.0 下位群 20 9 1 
技能 中{立群 16 7 9 100.0 45.0 55.0 
レベル 100.0 43.8 56.3 技能 中位群 16 13 2 
上位群 14 12 2 レベル 100.0 81. 3 18.8 
100.0 85. 7 14.3 上{立群 14 13 

















表14 投げ込みスパイクジャンブにおける各群の体の反動 表15 投げ込みスパイクジャンプにおける各欝のリリー ス体勢
上段:度数 ボール投げJ(体の反動利用) 上段:度数 ボー ル投げJ(リリ}ス時の体のポジション)
下段:% 合計 使ってい 使っている ない
下段:% ぷfコ》、苦ロ1- 前傾 垂直 後傾
合計 50 9 21 20 
合計 50 19 31 100.0 18.0 42.0 40.0 
100.0 38.0 62.0 下位群 20 1 13 6 
下位群 20 3 17 100.0 5.0 65.0 30.0 
100.0 15.0 85.0 技能 中位群 16 1 7 8 
技能 中位群 16 8 8 レベル 100.0 6.3 43.8 50.0 
レベル 100.0 50.0 50.0 上位群 14 7 1 6 
上位群 14 8 6 100.0 50.0 7.1 42.9 
L一一一一一





























①沈み込み時の最大 後方屑の高さまで51いている 振込みからの勢いをつ 後方腐の品さまでヲlいている
ノTックスウィング ける
②踏み切り中の腕の 肩以上の!坊さまで振り上がる 跳躍方向に視線と指先 屑より下のI為さまでの振り
振り上げ を向けて!泌を振りよげる
③i翠動中の腕の使用 良く使っている 手でリズムを取って遼 使っている
体と続の動きが合っている 動する 体と腕の動きが合っていない







@跳躍方向の鉛直性 尽標点と一致している 真上に跳ぶ 日標点と一致していない
*安定していなし、(連続垂直挑ぴ) (連続ま量産跳び) *安定していなし、(連続黍夜跳び)
⑦空中動作の複合連 ジャンプ動作に伴う運動が可能 ~中での両手投げ ジャンプ動作に伴う運動ができ
結性 (投げ込みジャンプ等) (投げ込みジャンプ等) ない
③~中動作後の前傾 前傾姿勢がとれる 着地時に手を膝に近づ 垂直か後傾姿勢になる
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